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平成２１年第２回大仙市議会定例会会議録第１号

平成２１年６月８日（月曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

平成２１年６月８日（月曜日）午前１０時開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （１７日間）

第 ３ 議長報告 ・平成２０年度財団法人大仙市開発公社決算

・平成２１年度財団法人大仙市開発公社事業計画

・平成２０年度大仙市土地開発公社決算

・平成２１年度大仙市土地開発公社事業計画

・株式会社ＴＭＯ大曲第５期（平成２０年度）決算

・株式会社ＴＭＯ大曲第６期（平成２１年度）事業計画

・西仙北温泉インター株式会社第１０期（平成２０年度）決算

・西仙北温泉インター株式会社第１１期（平成２１年度）事業

計画

・株式会社協和振興開発公社第５期（平成２０年度）決算

・株式会社協和リゾート管理公社第１４期（平成２０年度）決

算

・株式会社協和振興開発公社第６期（平成２１年度）事業計画

・太田町生活リゾート株式会社第１７期（平成２０年度）決算

・太田町生活リゾート株式会社第１８期（平成２１年度）事業

計画

・平成２０年度大仙市継続費繰越計算書

・平成２０年度大仙市繰越明許費繰越計算書

・平成２０年度大仙市事故繰越し繰越計算書

第 ４ 大仙市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙
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第 ５ 議案第１１５号 峰吉川財産区管理会財産区管理委員の選任について

（説明・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第１１６号 教育委員会委員の任命について（説明・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第１１７号 教育委員会委員の任命について（説明・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第１１８号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第１１９号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについ

て （説明・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第１２０号 大仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて （説 明）

第１１ 議案第１２１号 大仙市協和内水面漁業近代化施設設置条例の一部を改正する

条例の制定について （説 明）

第１２ 議案第１２２号 大仙市協和広場等利用施設設置条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）

第１３ 議案第１２３号 大仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第１４ 議案第１２４号 大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第１５ 議案第１２５号 大仙市南外民俗資料交流館条例の一部を改正する条例の制定

について （説 明）

第１６ 議案第１２６号 大仙市神岡中川原運動公園設置条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）

第１７ 議案第１２７号 大仙市神岡農村広場施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について （説 明）

第１８ 議案第１２８号 大仙市協和農業情報センターインターネット利用料徴収条例

を廃止する条例の制定について （説 明）

第１９ 議案第１２９号 大仙市立太田生活改善センター条例の制定について

（説 明）

第２０ 議案第１３０号 市道の路線の認定及び廃止について （説 明）

第２１ 議案第１３１号 平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第２号）（説 明）
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第２２ 議案第１３２号 平成２１年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号） （説 明）

第２３ 議案第１３３号 平成２１年度大仙市老人保健特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第２４ 議案第１３４号 平成２１年度大仙市上水道事業会計補正予算（第１号）

（説 明）

出席議員（２８人）

１番 佐々木 昌 志 ２番 佐 藤 文 子 ３番 小 山 誠 治

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 藤 井 春 雄 ６番 杉 沢 千恵子

７番 北 村 稔 ８番 高 橋 敏 英 ９番

１０番 千 葉 健 １１番 渡 邊 秀 俊 １２番 金 谷 道 男

１３番 斉 藤 博 幸 １４番 佐々木 洋 一 １５番 武 田 隆

１６番 藤 田 君 雄 １７番 菊 地 幸 悦 １８番 佐 藤 芳 雄

１９番 大 野 忠 夫 ２０番 大 山 利 吉 ２１番 高 橋 幸 晴

２２番 本 間 輝 男 ２３番 門 脇 一 男 ２４番 橋 本 五 郎

２５番 橋 村 誠 ２６番 佐 藤 孝 次 ２７番 鎌 田 正

２９番 竹 原 弘 治 ３０番 児 玉 裕 一

欠席議員（１人）

２８番 大 坂 義 德

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 副 市 長 久 米 正 雄

副 市 長 山王丸 愛 子 教 育 長 三 浦 憲 一

代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 総 務 部 長 老 松 博 行

企 画 部 長 小 松 辰 巳 市 民 生 活 部 長 元 吉 峯 夫

健 康 福 祉 部 長 武 藤 芳 和 農 林 商 工 部 長 藤 原 薫

建 設 部 長 中 嶋 喜代博 病 院 事 務 長 伊 藤 和 保

水 道 局 長 藤 田 良 雄 教 育 次 長 髙 橋 修 司
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教 育 次 長 藤 原 保 子 総 務 課 長 進 藤 雅 彦

議会事務局職員出席者

局 長 田 口 誠 一 参 事 髙 橋 薫

主 幹 伊 藤 雅 裕 主 査 菅 原 直 久

主 事 中 川 智 晴

午前９時５９分

○議長（佐々木昌志君） 開会に先立ちまして表彰状の伝達を行いたいと思います。

去る５月２７日に開催された第８５回全国市議会議長会定期総会において、橋本五郎

君が在職１５年以上、千葉健君、佐々木洋一君、藤田君雄君、鎌田正君、児玉裕一君及

び佐々木昌志が在職１０年以上により表彰されましたので、その表彰状の伝達をいたし

ます。

それでは、ただいまから伝達いたしますので、６名の方々は演壇の前までお進みくだ

さい。

【表彰状伝達】

○議会事務局長（田口誠一君） ただいま表彰を受けられました７名の議員の方々、誠に

おめでとうございます。

事務局の方から、この市議会議長会の表彰規程について若干ご説明したいと思います。

当市のように合併されまして町村議会から市議会議員になった場合ですけれども、町

村議会議員の経験年数が２分の１積算されます。そしてもう１つの条件が市議会議員と

して４年以上務めますと表彰規程になります。例えば町村議会時代に３期１２年、こち

ら務められますと、そのうちの２分の１、６年が見られます。そして合併により市議会

議員として４年務められますと合わせて１０年、そして１０年表彰ということになりま

す。それから後、市議会議員として５年刻みに１０年、１５年、２０年というような形

で表彰されます。したがいまして、先程表彰状にありましたように１０年以上というこ

とですので、きっぱり１０年の方もいらっしゃいますし、１１年、それから１２年、１

３年、１４年という方もございます。一応１０年以上１５年未満の区切りでやっていま

すので、このような形になります。ですから、来年度以降も市議会議員を１期務められ

ますと、市町村時代の議員の経験年数が２分の１見られます。
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以上でございます。

○議長（佐々木昌志君） これで表彰状の伝達を終わります。

午前１０時０８分 開 会

○議長（佐々木昌志君） これより平成２１年第２回大仙市議会定例会を開会いたします。

市長から招集のあいさつがあります。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 皆さん、おはようございます。

本日、平成２１年第２回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお

かれましては、ご参集をいただきまして誠にありがとうございます。

今次定例会でご審議をお願いいたします案件は、人事案件５件、条例案１０件、単行

案１件、補正予算案４件の合計２０件のほか、本会議第３日目の６月１７日に大曲中学

校屋内体育館建築工事の請負契約に関する単行案及び地域活性化・経済危機対策臨時交

付金にかかわる補正予算案について追加提案する予定であります。

各案件につきまして、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

それでは、この場をお借りいたしまして、各部局ごとの主要事業の進捗状況について

ご報告させていただきますが、その前に新型インフルエンザに関する市の対策について

ご報告申し上げます。

市では、メキシコでの新型インフルエンザ発生に関する政府発表を受け、４月２８日

に「新型インフルエンザ情報連絡室」を総合防災室に立ち上げたほか、健康増進セン

ター内に「大仙市発熱相談センター」を設置いたしました。

センターでは、祝祭日も含め、毎朝８時から夜８時まで相談を受け付けており、６月

１日現在で５２件の相談が寄せられております。

５月１日には「大仙市新型インフルエンザ対策部」を設置いたしましたが、５月１６

日に神戸市で国内での感染が確認されたことを受け、対策部を「対策本部」に格上げし、

県と連携を密にしながら各種対策を具体化したところであります。

市民の皆様への情報提供として、既に発熱相談センター開設についてのチラシを全戸

に配布し、６月１日号の市広報で手洗いの励行など新型インフルエンザの予防対策につ

いてＰＲしたところであり、加えて、県内に感染者が発生した時点で感染予防チラシ及

び大仙市発熱外来センターの開所チラシを即日全戸配布できるよう準備を整えたほか、

新型インフルエンザがまん延した場合の予防対策として、マスクや感染予防手袋・防護
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具キット・消毒液などの感染防止用品の備蓄などを行っております。

今後、市ホームページや安全安心メールなども活用しながら、市民の皆様に対する周

知を図ってまいりたいと存じます。

なお、県内の感染指定病院である仙北組合総合病院では、５月１６日に発熱外来を設

置しておりますが、万が一感染が拡大し、患者数が多数にのぼることとなった場合は、

大曲体育館と西仙北スポーツセンターに順次、発熱外来センターを設置し、医師会のご

協力をいただきながら簡易検査の実施や指導を行うこととしております。

新型インフルエンザの対応につきましては、市といたしましても安全確保に努めてお

りますので、市民の皆様におかれましては、むやみに恐れず、冷静な行動をお願いいた

します。

それでは、各部局ごとの主要事業の進捗状況等についてご報告させていただきます。

はじめに、企画部関係について申し上げます。

定額給付金事業につきましては、６月１日現在、申請者数は３万５３件で、申請率は

９７．１％、給付額は１４億７７６万４千円となっております。

市では、去る５月２５日付けで未申請の９８０世帯に対して文書を発送し、期限内の

申請をお願いしたほか、広報を通じ制度の周知を図っておりますが、６月１日から６月

末までの期間、申請手続が困難な方に対し市職員が訪問して対応する予定であり、今後

ともできるだけ多くの方に申請していただけるよう努めてまいります。

地域協議会につきましては、委員の任期が満了したことから、新任・再任を含め、今

後４年間それぞれの地域で活動していただく委員を選出し、去る４月２１日から３０日

にかけて開催された８地域協議会において、１４１名の委員の皆様に委嘱状を交付した

ところであります。

なお、１４１名のうち３１．２％に当たる４４名が新任となっており、また、全体の

３２．６％に当たる４６名が女性委員となっております。

各協議会は、新たな顔ぶれで再スタートを切りましたが、活発な意見交換により地域

に密着した議論を深めていただき、それぞれの地域の活性化につなげていただければと

考えております。

第三セクターの経営改善につきましては、４月１日に協和地域の株式会社協和振興開

発公社が株式会社協和リゾート管理公社を吸収合併し、「温泉四季の湯」と「道の駅協

和」を一体的に経営することとして、新たなスタートを切ったところであります。
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また、西仙北ぬく森温泉ユメリアにつきましては、指定管理者の全国公募で指定され

た「新潟新光電機株式会社」が４月１日から経営を行っており、独自のリニューアル企

画を展開するなどサービスの充実を図りながら順調に営業を行っております。

西仙北インターチェンジにつきましては、３月１９日付けでＥＴＣ専用のスマート

インターチェンジに転換する事業申請を国土交通大臣に提出しており、平成２２年度中

の供用開始に向け、東日本高速道路株式会社とともに施設整備を進めていくほか、７月

からはＥＴＣ車載器の購入助成制度を創設し、インターチェンジの利用率向上に努めて

まいります。

国際交流につきましては、国際教養大学の留学生等と市内小中学校の児童生徒、幼稚

園や保育園の未就学児による交流事業を実施するため、第１期となる５月から７月にか

け、中学校１校、小学校１０校、幼稚園２園で交流を行っております。

友好交流都市である韓国唐津郡との交流につきましては、唐津郡機池市綱引き行事及
たんじんぐん き じ し

び東アジア大綱引き国際会議に招待を受け、「刈和野大綱引き保存会」及び「大曲の綱

引き保存会」の会員並びに西仙北総合支所職員が４月９日から１３日まで訪韓し、シン

ポジウムで刈和野の綱引き及び大曲の綱引きを紹介してまいりました。

また、５月３０日から６月６日まで唐津郡バドミントンチームが北都銀行バドミン

トンチームとの交流のため当県を訪れ、５月３０日に北都銀行主催のレセプションが開

催されましたが、議長と私が出席し交流を深めております。

なお、昨年１１月に大曲中学校生徒８名、引率３名を唐津郡に派遣し、湖西中学校と
ほ そ

の交流やホームステイ等を行っておりますが、本年は８月２０日から２４日までの５日

間、湖西中学校の生徒８名と引率３名を受け入れ大曲中学校と交流を行うこととしてお

ります。

次に、市民生活部関係についてであります。

交通安全対策につきましては、「春の全国交通安全運動」期間中に交通指導隊や関係

機関団体と連携し、早朝や夜間における巡回指導パトロールを実施したほか、４月１０

日の「交通事故ゼロを目指す日」には、チャイルドシートや後部座席シートベルトの着

用、自転車の安全利用や飲酒運転の根絶を目指した８地域での交通指導車による巡回広

報と市内７カ所での街頭啓発による大仙市交通安全キャンペーンを実施しております。

消防につきましては、４月５日から１１日までの「春の火災予防運動週間」に、各支

団において防災訓練や駆け付け訓練を実施したほか、５月３０日には消防団員を主人公
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に家族愛や地域愛を描いた「劇団ふるさときゃらばん」の公演のミュージカルが大曲市

民会館で開催され、消防団員約５００名が参加しております。また、６月７日には消防

と水防技術の一層の向上と体制の強化を図る講習会を実施したところであります。

国民健康保険事業の平成２０年度決算見込みにつきましては、実質収支で約２億

５，０００万円の黒字となり、実質単年度収支でも約１億１，６００万円の黒字決算と

なる見込みであります。しかし、これは一般会計から国保会計へ２億円の基準外繰入が

あったことによるものであり、国保事業は破綻に近い財政状況となっております。

このことから、先般策定した「大仙市国民健康保険事業運営安定化計画」に示してい

る健全化に向けた総合的な取り組みを進めるために、平成２１年度においても一般会計

からさらなる財政支援を実施するものの、国民健康保険税については引き上げが避けら

れない状況であります。

税の引き上げ幅につきましては、現在の経済情勢を勘案し、被保険者の急激な負担増

にならないよう最大限の配慮をしたところであり、今次定例会に国民健康保険税条例の

一部改正について上程いたしますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げま

す。

なお、今後の国民健康保険事業につきましては、運営安定化計画に基づき、国民健康

保険税の収納率の向上、医療費適正化への取り組み、健康づくりへの取り組み等を推進

することとしており、将来を見据えた国保財政の安定化を図ってまいりたいと考えてお

ります。

次に、ごみ問題につきましては、ごみの減量化を目的に昨年７月から家庭ごみの処理

について有料化したところでありますが、年度末までの排出量については、燃やせるご

みで１万２，３０３ｔと前年同期との比較で１，９９４ｔ、割合で１３．９％の減と

なっております。また、燃やせないごみについても５２７ｔと前年同期との比較で

３２３ｔ、割合で３８．０％の減となっており、有料化によりごみの減量化が図られた

ものと認識しております。

なお、粗大ごみにつきましても、さらなる減量化を目指す手段として平成２２年度か

ら有料化することとしており、それに向けた収集体制の統一と地域住民への説明会を実

施してまいります。

古紙・びん・缶等の資源ごみにつきましては、前年度並みの３，３１２ｔが回収され

たほか、再資源化の推進として昨年度から取り組んだ発泡スチロールは１，１４０ｋｇ、
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食品トレイは６７０ｋｇの回収となっております。

ごみの不法投棄対策につきましては、４月６日から７日間にわたり緊急雇用対策事業

として１７名の臨時職員により、市内全地域で１万１３０ｋｇのごみを回収したほか、

テレビ等のリサイクル家電製品１０７台、タイヤ４００本などの不法投棄物を回収して

おりますが、引き続き不法投棄の未然防止と早期発見のため、２台の監視カメラの設置

と不法投棄監視員による巡回パトロールの強化に努めてまいります。

なお、環境美化活動の一環として４月１９日に実施した「全市一斉クリーンアップ」

には、昨年より１，０００名多い約１万５００人の市民の方々から参加していただき、

１万７，３４０ｋｇのごみを回収したところであります。

また、循環型社会の構築を目的に中仙地域で設立された「中仙天ぷら油回収ネット

ワーク」による家庭系廃食用油の回収につきましては、本年３月から活動を開始してい

るところであり、市といたしましても、これをモデルケースとして来年度から全地域で

回収できるようにしてまいりたいと考えております。

次に、健康福祉部関係についてであります。

昨年度策定の地域福祉計画につきましては、地域への浸透を図るため、５月から６月

にかけて開催されている地区民生児童委員協議会で計画の概要について説明しておりま

す。

また、大仙地域防災計画の中で示されている「災害時要援護者の安全確保に関する計

画」を具体化するため、高齢者・障がい者等の災害時要援護者に対する支援整備を図る

マニュアルとして「災害時要援護者避難支援プラン」の年度内策定に向けて、庁内等関

係部署による策定委員会を設け、具体的な検討に入っております。

子育て支援につきましては、「大仙市次世代育成支援行動計画」の前期行動計画が本

年度末で計画期間が終了することから、後期計画の策定に向けて市内在住の就学前児童

と小学校低学年の子供のいる世帯を対象に、子育てにおける課題やニーズなどのアン

ケート調査を実施したところであり、現在、調査の集計と分析作業を行っております。

高齢者福祉につきましては、西仙北地域の社会福祉法人柏仁会とウォームハートにお
はくじん

いて、現在３０床である特別養護老人ホームの入所定員を、それぞれ５０床と６０床に

増床する計画について、本年３月に県の補助金交付決定通知を受け、８月末までに工事

着工し、本年度内の竣工を目指していると伺っております。完成後は入所待機者の緩和

が図られることから、市といたしましてもこの施設整備に対する財政支援を行うため、
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今次定例会に予算の補正をお願いしております。

社会福祉施設等の法人化につきましては、４月に特別養護老人ホーム「桜寿苑」を大

仙ふくし会に、「おおた保育園」及び「船岡保育園」を大空大仙に移譲し、順調に運営

されております。

次に、農林商工部関係についてであります。

水田の春作業につきましては、天候に恵まれたことから順調に進み、耕起作業は４月

２９日で終了し、田植え作業は５月２７日には終期となっております。また、直播栽培

の播種作業は、５月１１日から始まり、平年並みの５月２０日に終了しております。

米の生産調整につきましては、平成２１年産米の需要量に関する情報によりますと、

昨年より１，６８７ｔ少ない６万８，９５３ｔ、俵にしまして１１４万９，０００俵余

りで、５月末までに生産調整実施計画を取りまとめ、６月中旬から全市一斉に転作現地

確認事務に入ることにしております。

また、国の平成２０年度補正で予算措置された水田最大活用推進緊急対策につきまし

ては、４月末までに申請された６，１００人の農業者に対し、１０アール当たり３千円

の水田フル活用推進交付金として総額３億３，４００万円を５月１日付けで交付してお

ります。

なお、３月末の認定農業者は１，４８８経営体であり、農業法人が４３経営体、集落

営農組織は７１経営体となっております。

次に、３年目となる「農地・水・環境保全向上対策」につきましては、１２３の組織

が順調に活動を展開しておりますが、本年度は５カ年事業の中間年に当たり、この対策

の効果や課題等を検証することになっております。

市営放牧場の利用状況につきましては、昨年度同様、大曲、神岡、西仙北及び協和地

域の４カ所において、市外からの利用１３頭を含め、和牛１６２頭、乳牛８頭の合計

１７０頭を放牧しております。

また、神岡地域の笹倉放牧場におきましては、本年度から３カ年計画で草地整備改良

工事を実施しており、放牧牛の受入施設の充実を図ってまいります。

ハローワーク大曲管内における本年３月卒業の高校生の就職状況につきましては、就

職希望者４１３人に対し、４月末現在の就職数が４０１人で、就職率は９７．１％と

なっており、このうち県内は２３６人で就職者全体の５８．９％、県外は１６５人で就

職者全体の４１．１％であります。
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なお、就職や仕事に対する意識の高揚と早期離職の抑制を目的に、大曲・横手・湯沢

の雇用開発協会の主催により、県南地区の高校３年生と県立大曲技術専門校生を対象と

した職場研修事業を７月下旬から実施することとし、市内の企業に対する市の雇用助成

制度の情報紹介とあわせ、関係機関と連携を図りながら取り組んでおります。

大曲商工会議所及び大仙市商工会が実施主体となって実施したプレミアム付き大仙市

商品券事業につきましては、４月１０日から発売を開始したところでありますが、好評

によりわずか１週間で予定した２億円分が完売となっております。完売後も追加販売を

期待する市民の皆様から多くの要望が寄せられているところであり、７月から追加販売

を実施することとして、今次定例会に関連経費にかかわる予算の補正をお願いしており

ます。

次に、建設部関係についてであります。

道路整備事業につきましては、平成２０年度１月補正において債務負担行為を設定し

た地方特定道路整備事業宮林線を２月に発注済みであり、本年度計画の市単独事業２９

路線については、早期に事業発注ができるよう作業を進めているところであります。

また、本年度から名称が地域活力基盤創造交付金事業となった４路線につきましては、

設計業務が完了次第、発注の予定であります。

大曲駅前第二地区土地区画整理事業の建物移転につきましては、大曲中通町地区及び

大花町地区の移転対象物件の各種権利者と交渉中であり、交渉が整い次第、区画道路工

事や宅地造成に着手してまいります。

なお、中通こ道橋新設工事につきましては、現在、ポンプ室等を施工中でありますが、

ＪＲに委託して施工している部分については本年度で完了の予定であります。

「大花都市再生住宅」につきましては、環境整備工事を３月末に発注し、年度を繰り

越して施工しておりますが、７月末までに整備を完了し、８月から入居を開始する予定

であります。

まちづくり交付金事業につきましては、大曲駅周辺地区において、しあわせ公園造成

工事及び駅東１６号線舗装工事を４月下旬に発注済みであります。

また、地域交流センターにつきましては、用地買収の契約締結を終えて所有権移転登

記を完了しており、造成工事の発注に向けて準備を進めております。

耐震化の推進により市民の安全確保と財産の保全を図るため、本年度から実施する予

定の木造住宅耐震診断補助事業につきましては、１２０戸の診断に対して補助を行う計
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画であり、国の補助採択を得て７月頃から募集を開始し、市内の設計事務所、団体から

の協力をいただきながら相談体制を整え、事業の推進を図ってまいります。

市営住宅整備につきましては、協和地域羽後境駅周辺地区の公営住宅８棟１６戸及び

駅東地区集会施設の建設工事については、現在、発注に向けて準備を進めており、地域

住宅交付金事業の市営住宅火災報知器設置工事及び西仙北地域北ノ沢地区の２棟４戸の

市営住宅建築工事については、７月中の県の交付決定を待って発注の予定であります。

昨年度からの２カ年事業で工事を進めている仙北ふれあい公園の「（仮称）新仙北体

育館」の建設につきましては、５月末現在の進捗率は全体の３１．８％となっており、

７月下旬には屋根及び外壁工事に着手する予定であります。

また、南外ふれあいパークの総合駐車場工事につきましては、７月上旬に発注の予定

であります。

公共下水道事業につきましては、継続事業となっている４地域の整備を順次発注の予

定であります。なお、平成２０年度末の公共下水道の整備済み面積は１，２５４ｈａで、

整備率５２．４％、汚水管渠延長２４２ｋｍ、普及率は３４．４％であり、水洗化戸数

は７，３３５戸、水洗化率は６２．５％となっております。

農業集落排水事業につきましては、本年度から工事着手する角間川地区を含め３地区

で計画されており、順次発注の予定であります。

次に、国・県関係工事についてであります。

国道１３号関連の大曲バイパス４車線化工事につきましては、旧玉川橋撤去工事が本

年度中に完了の予定であり、神宮寺バイパス事業については、都市計画道路大坪線まで

の１．７ｋｍ区間について本年度中の供用開始に向けて整備促進を図る予定と伺ってお

ります。北楢岡地区における冬期間の歩行者安全確保として行う歩道整備工事につきま

しては、関係者との現地点検及び意見交換を１月に実施しており、本年度は下り側

１．２ｋｍの整備を行う予定と伺っております。

雄物川の大曲橋上流右岸の堤防につきましては、堤防の質的整備工事が本年度中に完

了の予定であります。中流部緊急対策特定区間につきましては、事業促進のため、引き

続き用地補償と築堤工事を行う予定と伺っております。

角間川地区・大曲地区・神宮寺地区における「大曲の花火・カヌー等の地域観光資源

と連携したかわまちづくり」につきましては、雄物川周辺の自然と舟運ゆかりの歴史施

設等を結ぶ雄物川河川空間のフットパス、いわゆる散策路の整備の促進を図る予定と
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伺っております。

大曲橋架け替え工事につきましては、用地補償及び橋梁下部工を継続して行う予定と

伺っております。

また、国道１０５号四ツ屋地区道路改築事業については、用地補償及び歩道設計を主

要地方道湯沢雄物川大曲線の角間川工区事業については舗装工事と現道の消雪施設の更

新を、南外地域の主要地方道神岡南外東由利線と太田地域の一般県道長信田羽後長野停

車場線の道路改築事業については用地補償及び改良舗装工事をそれぞれ実施する予定と

伺っております。

県単河川改良事業につきましては、南外田屋村地内の楢岡川、西仙北箱井地内の大沢

川の築堤工及び河道掘削と仙北高梨地内の丸子川の調査・設計を行う予定と伺っており

ます。

次に、水道局関係についてであります。

上水道事業につきましては、前倒しで発注しておりました大曲橋架け替え事業に伴う

管理棟用地整備工事並びに大曲飯田町地区、川目地区、大曲浜町地区及び大曲大町地区

の配水管改良工事については、５月末までにそれぞれ完了しており、他事業関連排水管

移設工事については、現在、発注に向けた準備を行っております。

簡易水道事業につきましては、工事請負費に継続費を設定している西仙北地域の大沢

郷地区簡易水道施設整備事業について、本年度は配水管布設工事、第２配水場建設用作

業道路築造工事に着手しております。

仙北地域の戸地谷地区簡易水道施設整備事業につきましては、現在、浄水場機械設備

工事、浄水場電気計装設備工事及び同外構工事について発注の準備を進めております。

次に、教育委員会関係についてであります。

学校教育の本年度の特色的な取り組みとして、横堀小学校の「小学校外国語活動実践

研究事業」、大曲中学校の「保健体育研究指定校事業」、内小友小学校、中仙小学校、

南外西小学校及び太田東小学校の「農山漁村におけるふるさと生活体験推進事業」を推

進するため、今次定例会で予算の補正をお願いしております。

また、新学習指導要領の趣旨を踏まえた市単独の指定事業として、西仙北西中学校の

「キャリア・スタート・ウィーク推進事業」、市内８幼稚園の「幼稚園地域活動事業」

がスタートいたしました。

またさらに、異校種間連携による交流学習を一層推進するため、高校生が小学校を訪



- 14 -

問して英語を教える外国語活動、中学校と工業高校によるものづくりに関する授業交流、

中学校と農業高校による家庭生活や米作りに関する体験的な学習活動等に継続して取り

組むとともに、幼小連携や小中連携の充実を図ることができるよう各学校へ支援してま

いります。

大曲中学校屋内体育館建設事業につきましては、冒頭で申し上げましたとおり、新体

育館建築工事の請負契約に関する単行案を６月１７日に追加提案する予定でありますが、

新体育館建設に先立ち設置が必要な仮設柔剣道場や既存支障物件の解体除去工事等につ

いては、請負契約の締結を終え、既に工事に着手しております。なお、仮設柔剣道場に

ついては、新体育館完成後も倉庫として活用する予定であります。

学校施設耐震診断につきましては、耐震一次診断の結果を踏まえ、優先度の高い小学

校２校、中学校４校の計６校について実施した二次診断の結果、多くの施設で補強が必

要であるとのことから、今次定例会に実施設計にかかわる予算の補正をお願いしており

ます。なお、補強工事につきましては、９月議会で工事費に関する予算の補正をお願い

し、早期に着手できるよう進めてまいりたいと存じます。

次に、生涯学習の推進につきましては、子供たちが主体的に読書に取り組む習慣を身

につけられるよう環境づくりを推進するため、本年度末までに「大仙市子ども読書活動

推進計画」を策定いたします。

また、社会教育施設で開催する各種講座、教室、スポーツ、サークル活動等を紹介す

る「２００９・大仙市生涯学習ガイド」につきましては、５月に印刷を完了し、市内関

連施設に配付しております。

市内各地域で開催する出前民謡「ふるさと民謡めぐり」につきましては、去る４月

２９日に大曲公演を開催し、約４００名の愛好者からご来場いただいており、６月以降、

各地域で順次開催してまいります。

文化財保護につきましては、池田氏庭園整備事業で進めている洋館の外壁工事が秋ま

でに完了の予定であり、秋の公開には足場を撤去した状態で見学いただけるものと考え

ております。

また、本年度の池田氏庭園特別公開は、従来の６月と１１月に加え、全国花火競技大

会の翌日、８月２３日にも予定しております。

また、協和地域の奥田酒造店が５月１４日に国の有形登録文化財に登録されましたの

で、今後、所有者と協議の上、公開できるようお願いしてまいります。
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このほか、文化財の普及啓蒙のため、市指定鈴木空如画「法隆寺金堂壁画模写」の公

開を１０月下旬から１１月上旬にかけて予定しております。

協和スキー場につきましては、仙北市から無償譲渡を受けた第２ペアーリフトの移設

などのリニューアル工事を実施しており、去る４月２２日に安全祈願祭が開催され、工

事が進められておりますが、今後、宿泊施設となっております美山荘を休憩専用施設に

改修するとともに、一部ゲレンデ拡幅工事にも着手することとしております。供用開始

に当たりましては、市民の皆様はもちろん、近隣の秋田市や秋田空港からの誘客にも積

極的に取り組み、安全で喜ばれるスキー場にしてまいりたいと考えております。

６月７日開催の第５回市制施行記念駅伝競走大会につきましては、前大会より１５

チーム多い５０チームの参加を得て、盛会裏に終了しております。

総合図書館事業につきましては、中仙地域において既存施設を改修し図書館として４

月１日から開館、運用をしております。

総合市民会館事業につきましては、唐松城能楽殿を会場とした「薪能公演」が６月６

日に、また、大曲市民会館では「第２１回秋田おばこ節全国大会」が６月７日にそれぞ

れ開催され、いずれも盛会裏のうちに終了しております。

最後に、平成２０年度の一般会計、特別会計及び企業会計の決算状況につきまして、

その概況を申し上げます。

一般会計は、実質収支で約８億２，０００万円の黒字決算となる見込みであります。

これは、暖冬による除雪経費の減少と、歳出において、一般職の職員の給料削減による

人件費の抑制など経常経費の節減に努めたことなどが主な要因であります。

なお、実質収支は黒字でありますが、前年度からの繰越金及び財政調整基金繰入金を

控除した実質単年度収支では、前年度決算に続き赤字の見込みであります。

特別会計では、国民健康保険事業特別会計の事業勘定が実質収支で約２億５，０００

万円、実質単年度収支で約１億１，６００万円の黒字決算となる見込みであります。

また、国民健康保険事業特別会計の診療所勘定、老人保健特別会計、後期高齢者医療

特別会計、学校給食事業特別会計、簡易水道事業特別会計、公共下水道事業特別会計、

特定環境保全公共下水道事業特別会計、特定地域生活排水処理事業特別会計、農業集落

排水事業特別会計及び各財産区特別会計は、実質収支で黒字決算となっているほか、そ

の他の特別会計の実質収支はゼロとなっております。

また、企業会計では、水道事業会計が収益的収支において１億３，９００万円の純利
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益があり、病院事業会計の収益的収支は１，０００万円の黒字決算となっております。

以上、主要事業の進捗状況並びに諸般の状況をご報告申し上げましたが、今後とも市

民並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げまして、招集のあい

さつと諸般の報告とさせていただきます。

どうもありがとうございます。

午前１０時５３分 開 議

○議長（佐々木昌志君） これより本日の会議を開きます。

欠席の届け出は、２８番大坂義德君であります。

○議長（佐々木昌志君） 本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

○議長（佐々木昌志君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において、４番佐藤隆盛君、

５番藤井春雄君、６番杉沢千恵子君を指名いたします。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から６月２４日までの１７日間といた

したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１７日間と決定いたし

ました。

○議長（佐々木昌志君） 日程第３、この際、諸般の報告をいたします。

公社並びに第三セクターにかかわる平成２０年度決算７件及び平成２１年度事業計画

６件、平成２０年度大仙市継続費繰越計算書、平成２０年度大仙市繰越明許費繰越計算

書及び平成２０年度大仙市事故繰越し繰越計算書が市長から提出されましたので、これ

らを別添お手元に配付のとおり報告いたします。

○議長（佐々木昌志君） 日程第４、大仙市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行い
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ます。

お諮りいたします。選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定

により、指名推選によりたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選による

ことに決しました。

お諮りいたします。指名推選につきましては、議長が指名することにいたしたいと思

います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 異議なしと認めます。よって、推選の方法は、議長が指名する

ことに決しました。

はじめに、選挙管理委員会委員に、大仙市神宮寺字荒屋１７番地８、佐々木康浩氏、

大仙市協和峰吉川字峰吉川３１番地、進藤高夫氏、大仙市大曲船場町二丁目１番４６－

２号、佐々木 優 氏、大仙市清水字上黒土６４番地、伊藤由美子氏、以上４名を指名い
まさる

たします。

お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました４名を、大仙市選挙管理

委員会委員の当選人と定めることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま議長において指名い

たしました佐々木康浩氏、進藤高夫氏、佐々木優氏、伊藤由美子氏が大仙市選挙管理委

員会委員に当選されました。

次に、選挙管理委員会委員補充員に、補充順位第１位、大仙市土川字上野３１番地、

阿部博安氏、同第２位、大仙市橋本字上橋本２３５番地、佐々木誠孝氏、同第３位、大

仙市南外字悪戸野１０７番地３、佐藤 章 氏、同第４位、大仙市太田町駒場字羽黒堂６
あきら

番地１、黒田正明氏、以上４名を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました４名を、大仙市選挙管理

委員会委員補充員の当選人と定めることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました補

充順位第１位に阿部博安氏、補充順位第２位に佐々木誠孝氏、補充順位第３位に佐藤章
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氏、補充順位第４位に黒田正明氏が当選されました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第５、議案第１１５号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 議案第１１５号、峰吉川財産区管理会財産区管理委員の

選任について、ご説明申し上げます。

本案は、峰吉川財産区管理会財産区管理委員のうち、進藤宏氏が平成２１年４月３０

日をもって辞任し、委員に欠員が生じたことから、その後任として進藤正巳氏を選任す

るため、協和町財産区管理会条例第３条第２項の規定により、議会の同意を求めるもの

であります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（佐々木昌志君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件については、委員会の付託

を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより議案第１１５号を採決いたします。本件は同意と決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本件は、同意することに決しま

した。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第６、議案第１１６号及び日程第７、議案第１１７
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号の２件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 議案第１１６号及び議案第１１７号の教育委員会委員の

任命について、ご説明申し上げます。

本２案は、当市教育委員会委員のうち、後藤眞暎氏並びに佐々木フミ子氏の任期が、
まさてる

来たる平成２１年６月３０日をもって満了しますが、両氏とも再任いたしたく、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるも

のであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（佐々木昌志君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本２件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員

会の付託を省略いたしたいと思ます。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本２件については、委員会の付

託を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより議案第１１６号及び議案第１１７号の２件を一括して採決いたします。本２

件は同意と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、同意することに決し

ました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第８、議案第１１８号及び日程第９、議案第１１９

号の２件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。
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○市長（栗林次美君）【登壇】 議案第１１８号及び議案第１１９号の人権擁護委員の候

補者の推薦につき意見を求めることについて、ご説明申し上げます。

本２案は、当市人権擁護委員のうち、小林綾子氏並びに髙橋弘毅氏の任期が、来たる

平成２１年９月３０日をもって満了することから、その後任候補者について秋田地方法

務局から推薦の依頼がありましたので、両氏とも再推薦いたしたく、人権擁護委員法第

６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（佐々木昌志君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本２件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員

会の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本２件については、委員会の付

託を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） 討論なしと認めます。

これより議案第１１８号及び議案第１１９号の２件を一括して採決いたします。本２

件は同意と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、同意することに決し

ました。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第１０、議案第１２０号から日程第２３、議案第

１３３号までの１４件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、ご説明申し上げます。

はじめに、議案書をご覧いただきたいと存じます。
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６ページ・７ページになります。

議案第１２０号、大仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明申し上げます。

本案は、財政的に逼迫してきている当市国民健康保険事業の状況を勘案し、国民健康

保険税率を引き上げるとともに、国民健康保険税の軽減措置について税率改正に伴う軽

減額の改正を行うものであります。

改正の主な内容についてでありますが、第１点は基礎課税額の引き上げであります。

所得割額を１００分の８．０から０．５ポイント引き上げ１００分の８．５とするほか、

被保険者均等割額及び世帯別平等割額についても、それぞれ１，５００円引き上げ１万

８，３００円と２万７，９００円とするものであります。

第２点は、後期高齢者支援金等課税額の引き上げであります。所得割額を１００分の

２．０から０．５ポイント引き上げ１００分の２．５とするほか、被保険者均等割額及

び世帯別平等割額についても、それぞれ１，５００円引き上げ５，７００円と

８，１００円とするものであります。

なお、介護納付金課税額は据え置きとしております。

このほか、所得に応じて被保険者均等割額及び世帯別平等割額について行う、いわゆ

る７割・５割・２割の国民健康保険税の軽減措置について、税率の引き上げに伴う額の

改正を行うものであり、公布の日から施行し、平成２１年以後の年度分の国民健康保険

税から適用することとしております。

次に、８ページから１３ページまでとなります。

議案第１２１号、大仙市協和内水面漁業近代化施設設置条例の一部を改正する条例の

制定について及び議案第１２２号、大仙市協和広場等利用施設設置条例の一部を改正す

る条例の制定につきましては、関連がありますので一括してご説明申し上げます。

本２案は、大仙市協和内水面漁業近代化施設と大仙市協和広場等利用施設の管理・運

営について、指定管理者制度を導入できるようにするため、所要の規定の整備を行うも

のであり、いずれも公布の日から施行することとしております。

次に、１４ページと１５ページとなります。

議案第１２３号、大仙市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について、ご

説明申し上げます。

本案は、国の緊急少子化対策の一環として、健康保険法施行令等の一部改正により、
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平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日までの間の暫定措置として、健康保険

等における出産育児一時金等の額が４万円引き上げられたことを踏まえ、本市国民健康

保険においても同様に、平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日までの間の出

産に係る出産育児一時金を３５万円から４万円引き上げ３９万円とするものであり、平

成２１年１０月１日から施行することとしております。

次に、１６ページから１８ページまでとなります。

議案第１２４号、大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し

上げます。

本案は、まちづくり交付金事業により整備した神岡中央公園のテニスコートを有料公

園施設として条例規定するとともに、嶽ドーム及びテニスコートの管理・運営を指定管

理者に行わせる場合に利用料金制度を導入できるようにするため、所要の規定の整備を

行うものであり、公布の日から施行することとしております。

なお、テニスコートの使用料は、既存の大仙市神岡テニスコートの使用料と同額とし

ております。

次に、１９ページから２１ページまでとなります。

議案第１２５号、大仙市南外民俗資料交流館条例の一部を改正する条例の制定につい

て、ご説明申し上げます。

本案は、大仙市南外民俗資料交流館の管理・運営を指定管理者に行わせる場合に利用

料金制度を導入できるようにするため、所要の規定の整備を行うものであり、利用料金

制度に関する改正規定は平成２２年４月１日から、その他の改正規定は公布の日から施

行することとしております。

次に、２２ページから２９ページまでとなります。

議案第１２６号、大仙市神岡中川原運動公園設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて及び議案第１２７号、大仙市神岡農村広場施設の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定につきましては、関連がありますので一括してご説明申し上げ

ます。

本２案は、神岡地域の中川原運動公園と神岡農村広場の管理・運営について、指定管

理者制度を導入できるようにするため、所要の規定の整備を行うものであり、公布の日

から施行することとしております。

次に、３０ページと３１ページになります。
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議案第１２８号、大仙市協和農業情報センターインターネット利用料徴収条例を廃止

する条例の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、大仙市脇和農業情報センターが平成２１年７月３１日をもって廃止されるこ

とに伴い、同センターのインターネットサービスを受ける者から徴収する利用料につい

て定めたこの条例を廃止するものであり、平成２１年８月１日から施行することとして

おります。

次に、３２ページから３６ページまでとなります。

議案第１２９号、大仙市立太田生活改善センター条例の制定について、ご説明申し上

げます。

本案は、現在、指定管理者が行うものとされております大仙市立太田生活改善セン

ター及び大仙市立太田東部地区生活改善センターの管理・運営について、平成２２年度

から指定管理者または市のいずれにおいても管理・運営を行うことができるようにする

ため、所要の規定の整備を行うものであります。また、これらが太田地域内の全く同じ

性格の施設であることから、別々に制定されていた条例を一本化することとし、附則に

おいて大仙市立太田生活改善センター条例及び大仙市立太田東部地区生活改善センター

条例を廃止するものであり、公布の日から施行することとしております。

なお、施設の使用料につきましては、現行の利用料金と同額としております。

次に、３７ページとなります。

議案第１３０号、市道の路線の認定及び廃止について、ご説明申し上げます。

本案は、路線の見直しや住民要望などに伴い、新たに２路線を認定し、１路線を廃止

するものであります。

続きまして、お手元の補正予算書（６月補正）をご覧いただきたいと存じます。

はじめに、１ページになります。

議案第１３１号、平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第２号）について、ご説明

申し上げます。

今回の補正予算は、秋田県ふるさと雇用再生臨時対策基金を活用した事業及び国庫補

助事業や県補助事業の採択並びに国民健康保険税の税率改正に伴う負担の軽減を図る一

般会計から国民健康保険事業特別会計への繰出金などについて補正を行うものであり、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ４億６，９６８万９千円を追加し、補正後の予算総額

を４２５億９，８６１万３千円とするものであります。
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それでは、補正予算の概要につきまして、事項別明細書により歳入から順にご説明申

し上げます。

７ページになります。

１２款分担金及び負担金は、移動通信用鉄塔施設整備費分担金として２７６万６千円

の補正。

１４款国庫支出金は、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金として１億３，７５６

万円の補正。

１５款県支出金は、１億６２５万５千円の補正であります。

県補助金は、秋田県ふるさと雇用再生臨時対策基金事業費補助金など９，９７１万４

千円の補正。委託金は６５４万１千円の補正であり、８ページになりますけれども、農

山漁村におけるふるさと生活体験推進事業費委託金などを計上いたしております。

１９款繰越金は、前年度繰越金として１億５，２１６万５千円の補正。

２０款諸収入は、包括的支援事業受託費として７４４万３千円の補正。

２１款市債は、移動通信用鉄塔施設整備事業債及び介護保険施設整備事業債として、

合わせて６，３５０万円の補正であります。

１０ページになります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

２款総務費は、５，０７５万４千円の補正であります。

主な内容といたしまして、移動通信用鉄塔施設整備事業費は、携帯電話の不感地域の

解消事業として、西仙北地域土川鬼頭地区に整備する経費として３，７８９万円の補正、

ＮＰＯ等支援事業費（ふるさと雇用基金分）は、県のふるさと雇用再生臨時対策基金を

活用する委託事業費として、ＮＰＯなど自主的に活動している団体を支援する経費とし

て３８５万８千円の補正、ＩＴ活用支援事業費（ふるさと雇用基金分）につきましては、

地域企業のホームページを効果的に事業活動に活用できるよう支援する事業費として

３５４万５千円の補正であります。

３款民生費は、１億８，２９８万３千円の補正であります。

主な内容といたしまして、国民健康保険事業特別会計繰出金は、国保財政の安定化及

び急激な税負担の増を抑制することを目的として１億６０万円の補正、チャレンジアッ

プ介護職就業支援事業費（ふるさと雇用基金分）は、介護職への就職を希望する失業者

を雇用し就労支援を行う経費として１，８６９万円の補正、介護保険施設整備事業費補
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助金は、西仙北地域の社会福祉法人ウォームハート及び社会福祉法人柏仁会が実施する

特別養護老人ホームの増床事業に対する補助金として５，６２５万円の補正であります。

１２ページになります。

４款衛生費は、７８０万８千円の補正であります。

主な内容といたしまして、産科医等確保支援事業費補助金は、分娩手当を支給する医

療機関に対する助成制度の創設により５７６万円の補正、簡易水道費補助金は、仙北地

域と中仙地域の２組合から施設改良に係る補助申請がありましたので、補助要綱に基づ

き、合わせて１２８万９千円の補正であります。

６款農林水産業費は、１億６，３０７万７千円の補正であります。

主な内容といたしまして、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業費は、ＪＡ秋

田おばこが実施する水稲種子温湯消毒施設建設に対する補助金として１億３，７５６万

円の補正、目指せ元気な担い手農業夢プラン応援事業費（雇用特別対策）は、市内の農

事組合法人など４団体が実施する大豆コンバイン等の農業機械取得に対する補助金とし

て１，７１８万３千円の補正であります。

１４ページになります。

７款商工費は、１，６７８万９千円の補正であります。

主な内容といたしまして、空き工場等再利用助成金は、空き工場を取得して操業を開

始した会社に対する補助金として５５７万８千円の補正、地域商品券助成事業費は、大

曲商工会議所及び大仙市商工会が事業主体として実施する大仙市商品券の追加発行分に

対して、プレミアム相当額分及び事務費の一部を助成する経費として１，１００万円の

補正であります。

８款土木費は、２５３万５千円の補正であります。

主な内容といたしまして、市道敷地等未登記対策費は、合併前に実施した市町村道の

新設・改良工事の際に道路敷地として取得した土地の一部について登記がなされていな

いために課税されていたものがあることから、その未登記土地への補償費などとして

２３７万２千円の補正であります。

１６ページになります。

１０款教育費は、４，５７４万３千円の補正であります。

主な内容といたしまして、農山漁村におけるふるさと生活体験推進事業費は、国の委

託事業であり、その事業推進指定校となった内小友小・太田東小・中仙小・南外西小の
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４校が事業実施する経費として５４６万９千円の補正、教育課程研究指定校事業費は、

国の委託事業として大曲中学校が研究指定校の内定を受けたことから、その事業実施経

費として１６万８千円の補正、文化財等公開活用地域活性化推進事業費（ふるさと雇

用基金分）は、文化財等の公開活用のための調査、資料整備を実施する経費として

９８２万５千円の補正、民俗資料体験型施設活用事業費（ふるさと雇用基金分）は、民

俗資料の展示と体験学習を行う経費として１，１１０万６千円の補正、楢岡焼大杉古窯

出土遺物保存整備事業費（ふるさと雇用基金分）は、楢岡焼の出土遺物の整理・分類に

係る経費として８５９万７千円の補正、保健体育総務費補助金は、スポーツ少年団大会

派遣費補助金として７６３万５千円を補正するものであります。

以上が一般会計分であります。

次に、１９ページになります。

議案第１３２号、平成２１年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、事業勘定及び診療所勘定の補正であります。

事業勘定は、国保税率の改正及び後期高齢者支援金等の確定に伴う補正であり、歳入

歳出予算の総額に、それぞれ２億７１６万９千円を追加し、補正後の予算総額を１０７

億５，８１０万１千円とするものであります。

診療所勘定は、医療機器更新等に伴う補正であり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ

４，４３０万５千円を追加し、補正後の予算総額を２億３，７６０万５千円とするもの

であります。

はじめに、事業勘定からご説明申し上げます。

２６ページになります。

歳入１款国民健康保険税は、税率改正に伴い、一般被保険者及び退職被保険者等国民

健康保険税として１億３，４６２万８千円の減額補正。

３款国庫支出金は、後期高齢者支援金等の減により、療養給付費負担金及び財政調整

交付金として、合わせて５，７９８万９千円の減額補正。

４款療養給付費交付金は３，５４１万７千円の補正。

５款前期高齢者交付金は、交付金額の確定により５５７万３千円の減額補正。

６款県支出金は、後期高齢者支援金等の減により、都道府県財政調整交付金として

１，０３５万８千円の減額補正であります。

２８ページになります。
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９款繰入金は、１億８，６６０万円の補正であり、内訳といたしまして財政調整基金

繰入金として８，６００万円の補正、一般会計繰入金としては１億６０万円の補正であ

ります。

１０款繰越金は、前年度繰越金として１億８，６００万円の補正。

１１款諸収入は、雑入として７７０万円の補正であります。

次に、歳出についてでありますが、歳出２款保険給付費は、平成２０年度の医療給付

実績に基づく退職被保険者等療養給付費及び退職被保険者等高額療養費の補正、出産育

児一時金の引き上げに伴う補正として、合わせて３，７２１万７千円の補正であります。

３０ページになります。

３款後期高齢者支援金等は、後期高齢者支援金の確定により、後期高齢者支援金及び

後期高齢者関係事務費拠出金として１億９５９万３千円の減額補正。

４款前期高齢者納付金等は、前期高齢者納付金の確定により、前期高齢者納付金及び

前期高齢者関係事務費拠出金として１９８万６千円の補正であります。

３２ページになります。

６款介護納付金は、納付金額の確定により２，９４４万１千円の減額補正。

１０款諸支出金は、平成２０年度退職医療費の精算に伴う返戻金として２，１００万

円の補正であります。

３４ページになります。

１１款基金積立金は、財政調整基金積立金として２億８，６００万円の補正でありま

す。

次に、診療所勘定になりますが、４０ページになります。

歳入５款繰入金は、財政調整基金繰入金として３，４３０万５千円の補正。

６款繰越金は、前年度繰越金として１，０００万円の補正であります。

次に、歳出についてでありますが、歳出１款総務費は、医師の増員に伴い、パソコン

購入などの一般管理費事務費として１９３万３千円の補正。

４２ページになります。

２款医業費は、医療機器の老朽化に伴い、更新を要する医療用機械器具費といたしま

して４，２３７万２千円の補正であります。

次に、４３ページになります。

議案第１３３号、平成２１年度大仙市老人保健特別会計補正予算（第１号）につきま
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しては、支払基金医療費交付金等の精算に伴う返還金の補正であり、歳入歳出予算の総

額に、それぞれ２，８１２万８千円を追加し、補正後の予算総額を４，２７３万１千円

とするものであります。

４８ページになります。

歳入５款繰越金は、前年度繰越金として２，８１２万８千円の補正。

歳出３款諸支出金は、支払基金医療費交付金等の精算に伴う返還金として２，８１２

万８千円の補正であります。

以上、提出議案につきまして一括してご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（佐々木昌志君） 次に、日程第２４、議案第１３４号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。藤田水道局長。

○水道局長（藤田良雄君）【登壇】 補正予算書の５１ページをお開き願います。

議案第１３４号、平成２１年度大仙市上水道事業会計補正予算（第１号）につきまし

て、ご説明申し上げます。

今回の補正につきましては、毎年度計画的に施工しております配水管改良工事の本年

度当初予算分４地区に大曲通町地区を追加するものであります。

市道駅前通線の歩道に布設されております口径２００ｍｍのダクタイル鋳鉄管が行き

止まり管となっており、濁り水の発生防止及び安定した水量を確保するため既設管に接

続し、行き止まり管を解消するものであります。

行き止まり管に仙北組合総合病院の給水管取り出しが２カ所あり、これまで自家水源

の地下水を主として上水道を補助的に使用しておりましたが、昨年の１２月から地下水

の水質が著しく悪化したため、全面的に上水道を使用する旨の連絡があったものであり

ます。同病院は大曲仙北地域の中核病院で、災害時における重要拠点施設であることか

ら、早急に整備を要するため配水施設拡張改良費の補正をお願いするものであります。

第２条につきましては、平成２１年度大仙市上水道事業会計予算第４条本文括弧書き

を、「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億８，１４２万１千円は、過年

度分損益勘定留保資金７，７７４万８千円、減債積立金１億円、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額３６７万３千円で補てんするものとする。」に改め、資本的

支出の予定額を補正するものであります。
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支出第１款資本的支出第１項建設改良費に、大曲通町地区配水管改良工事口径２００

ｍｍダクタイル鋳鉄管延長８ｍの工事請負費として３１７万７千円補正し、補正後の額

を１億８，２１３万７千円とし、支出の総額を２億８，４６７万４千円とするものであ

ります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（佐々木昌志君） これにて本定例会に上程された議案等についての説明が終了い

たしました。

○議長（佐々木昌志君） お諮りいたします。議案等調査のため、６月９日から６月１５

日までの７日間、休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（佐々木昌志君） ご異議なしと認めます。よって、６月９日から６月１５日まで

の７日間、休会することに決しました。

○議長（佐々木昌志君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

本日はこれをもって散会し、来たる６月１６日、本会議第２日を定刻に開議いたしま

す。

ご苦労様でした。

午前１１時３１分 散 会
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